




























































作業手順 注 意

取出しガイド

樹脂管
ガイド

樹脂管

樹脂管ガイド

水栓エルボ

インコア

樹脂管 樹脂管

水栓レンチ

×

×

水栓ボックス 樹脂管ガイド

樹脂管ガイド

パイプカッター

水栓レンチ水栓レンチ

ロック
リング

取出しガイド

ダブルロックジョイント接続手順の詳細は　　　　
をご覧下さい。

樹脂管は水栓ボックス側からの通管は行わないで
下さい。樹脂管が傷つき、破裂や漏水の原因となり
ます。
樹脂管は座屈させないで下さい。破裂や漏水の原
因となります。

樹脂管ガイドの取付け部と樹脂管の内径が合わな
い場合はシールテープ等で調整して下さい。

樹脂管は管軸に対して直角に切断して下さい。水
栓エルボと確実に連結できなくなり、漏水の原因と
なります。

樹脂管の接続は確実に行って下さい。差込み不足
は漏水の原因となります。

水栓ボックスの取付口に取出しガイドを挿入します。

樹脂管の先端に樹脂管ガイドを接続し、ヘッダー側から通管します。

①

②

③ 水栓ボックスの取付口から樹脂管ガイドが出てきたら、樹脂管ガイド
の先端をつかんで樹脂管を引出し、その後取出しガイドを取り除
きます。

樹脂管ガイドを取外し、樹脂管の先端の樹脂管ガイドにより傷つい
た部分を取り除きます。

水栓エルボに貼られたシールをはがし、インコアを取出します。

④

シールのラインが水栓エルボ端面に入るまで樹脂管を水栓エルボ
に差込みます。

⑦

水栓レンチにロックリングを通し、水栓エルボにねじ込みます。⑧

水栓レンチを持ち、水栓エルボを水栓ボックスに押込みます。⑨

水栓レンチにてロックリングを締込みます。⑩

⑤

⑥ シールのラインをインコア挿入部の長さに合わせて樹脂管に貼り
付け、インコアを樹脂管に差込みます。 Point

・

・

・

・

樹脂管の通管手順の詳細は　　　　 をご覧下さい。・

P7

P56

タイプ

GS-115-10AS

OS-157

GS-115-13A

WGX1
WGX2
A-4
A-4N

GS4-113

GS5-113A-5

樹脂管ガイド取出しガイド

GS-115-13AS

OS-158

10A

16A

13A

樹脂管ガイドの使用方法は　　　　 をご覧下さい。・ P129

GS-115-16A

GS-115-16AS

6 水栓ボックスの通管及び水栓の取付方法

水栓ボックスの取付けサヤ管ヘッダー工法施工手順4
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作業手順 注 意

化粧リング

化粧リング

水栓レンチ

水栓レンチ

座付用
化粧リング

水栓

水栓

ロックナット

水栓スパナ

コーキング

コーキング

水栓ボックス

ロックリング

コーキング

化粧リング

ロックナット

水栓エルボ

コーキングスペーサー

水栓ボックス

厚
さ4

mm

水栓スパナ

ロックナット

水栓

座付用
化粧リング

化粧リングは水栓レンチでしっかり固定して下さい。

化粧リングがねじ込み式の為、水栓レンチでしっかり
締付後、ロックナットをねじ込み固定します。

座付用化粧リングは水栓レンチでしっかり固定して
下さい。

化粧リングをロックナットで水栓エルボに固定します。

水栓を取付け、水圧検査を行います。

⑪

⑫

座付用化粧リングを水栓エルボにねじ込み、水栓レンチで締付け固定
します。

水栓ボックスをタイル目地や凸凹面に取付ける場合は、コーキング剤で防水処理を行って下さい。

水栓ボックスのロックリング凹部にコーキングスペーサー   
（GS4-CS)凸部を合わせ、はめ込みます。

化粧リングをはめ、ロックナットで固定します。

①

水栓ボックスと壁及び、水栓ボックスと水栓エルボとの隙間に
コーキング処理を行います。

①

ボード厚に合わせコーキングスペーサーをセットした後、コーキン
グ処理を行います。

②

③

コーキング処理は化粧リング内で行うと、外観、寿
命が向上します。

仕上げ壁厚が厚い場合は、コーキングスペーサー
（厚さ4mm）を使用して下さい。

本製品は完全防水ではありません。
水没するような場所では使用しないで下さい。

コーキング処理は確実に行なって下さい。
特に取付け面が粗面な場合や、凹凸面には確実
に行って下さい。

コーキング剤は本製品の材質樹脂(PVC製)に影響
のないものをご使用下さい。
本体が割れる恐れがあります。

コーキングスペーサーは更新時に水栓レンチを使
用し、ロックリングごと取外しが可能です。

■仕上げ壁厚が厚い場合

Point

Point

■ 座付用の場合

■ ＷGX1・WGX2の場合

・

ロックナットは水栓スパナでしっかり固定して下さい。・

・

化粧リング・座付用化粧リングの締付トルクは2～
4N・m（目安は端面まで手で回した後、さらに時計
回り方向へ1/3～1/2回転程度締め付ける）です。
締め付けが強すぎると樹脂部品の破損の原因にな
ります。

・

・

・

・

・

・

7 水栓ボックスのコーキング
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水栓継手

本体
樹脂管

化粧リング
ロックナット

ビス

壁面

コーキング材

壁面

水栓継手

屋外側
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